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Development of a SPOT for children and adolescents: 
the creation of test items and a trial run in 
an international school 
SAKAI Takako， KONO Akane， KOBAYASHI Noriko 
(AbstractJ In order to provide an objective and easy assessment of the ]apanese 
ability of children from multi-lingual backgrounds， we developed a SPOT for adoles-
cents based on the SPOT for adult second勾languagelearners of ]apanese， which has 
been the focus of our research to this point. We prepared the test featuring 32 
items testing the target language culled from ]apanese language arts textbooks used 
from the first to sixth grade in ]apanese elementary schoo1s. It is possib1e to 
administer the test within a 10 minute span. Following a pi10t study， we administered 
the test to 75 students from second to twe1fth grade classes at an international 
school. The results indicate that the test is usable with children from the second 
grade up， and that there was a high correlation between scores and comprehensive 
]apanese ability. 
[Keywords] assessment of ]apanese language ability， children and adolescents， 
multi“lingual backgrounds， SPOT 
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対話型評価の充実は注目に値する。 DLA(Dialogic Language Assessment)は、文部科学
省が東京外国語大学留学生日本語教育センターに委託開発している 1)もので、ノト・中学校
で授業に参加するために必要な学習言語能力の発達状況を対話を通して探る方法により、
話す、間く、書く、読む、の 4技能の屈における評価を、またOBC(Oral Proficiency 

































酒井・小林 (1999)は日本の公立小学校の 3年生と 5年生を対象に、大学生の留学生向




























































3. 2. 1 実施校の概要
I県にある国際バカロレアの認定校で、 Pre-K(3才児)~ 5年生の初等教育課程 (Primary










試行持、呂本語授業はPre-Kは週 1コマ、 Kinder(5才児)"-' 5年生は週2コマ、 6 "-'10年
生は週5コマであった。さらに 6~10年生は国際パカロレアの規定に財り、言語A (母語




3. 2. 2 調査の実施概要







筑波大学留学生センタ一 日本語教青論集 第30号 (2015)
3. 2. 3 結果 1:正答率および識別力







正答率 0.76 識別力 0.85 
問題 3 じゃんけんの グーは、石(を) あらわします。(1年生の教科書)
正答率 0.83 識別力 0.84 
識見iJ度が比較的高くない問題
問題13 祭りなら、たいこや笛の音がしそうな(も)のだ。 (4年生の教科書)
正答率 0.85 識別力 0.49 
問題15 学習を通(し)て知ったことや感じたことをふり返る。(-4年生の教科書)




























































2 年生~7 年生は各学年ごとに、 8 年生から 10年生は複式授業を行っており 3 学年まと
めて検討する。まず、教師の日本語の総合評価の)1買に児童・生徒を並べ、それぞれSPOT

















































































































































































学年 満点 助けを得れば ほぼ支障なく 内容f秤が十分週明卒できる 理解できる f里できる
2年生 10伺 3"-' 4 5 "-' 6 7 "-'1 0 
3年生・ 4年生 32問 5 "-'19 20"-' 24 25"-' 32 
5 .{手当ミ 32問 5"-' 19 20"-' 30 31 "-' 32 






































http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro _ detaiV _icsFiles/afieldfile/ 
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学年 問題番号 文法項目 問題とした部分( ) 
1年生 ための(呂的) さかなを とる ため(の)* 1 
l年生 2 と(引用) ~(と)わかった
1 :i'=!三 3 を(対象) グーは、石(を) あらわします
2 4 たらさし 1後(接続) ~飲んだりした(ら) さい後、
2年生 5 もとに(接続) メモに 書いた ことを (も)とに
2年生 6 j皐月~I千=1 11二 そうぞう(し)、 お話を 作りましょう。
3年生 7 さらに(副詞) 練習しながら、さら(に)くふう
3年生 8 たところ (t妥続) 本で調べた(と)ころ、~とありました
3年生 9 とのこと(ヲ!用) ~ているとの(こ)とでした
3年生 10 より(副詞) 物語を(よ)り深く日未わう
4年生 11 一方(接続) 大型化する(い)っぽう *2、弱し)J認でも動くよう~
4年生 12 ~におうじた 課題に(お)うじた方法で
4年生 13 ものだ(ムード) ~しそうな(も)のだ
4年生 14 である 健康の基本(で)ある食事
4 15 通して(複合助詞) 学習を通(し)て知ったこと
4年生 16 にとって(複合劫詞) わたしたち(に)とって
4年生 17 によって(複合助詞) 種類に(よ)ってちがし 1ます
4年生 18 もとづく 日本の習慣に(も)とづくもの
5年生 19 がち(接尾) 錯覚におちいってしまい(が)ちです
5年生 20 うえで(白的) 出来事や動きを知る(う)えで
5年生 21 に(呂的) お湯をわかす(に)も火が必要です。
5年生 22 かかす (か)かす *2ことのできないもの
5年生 23 との(助詞+助詞) 地いきのお年寄り(と)の交流。
5年生 24 なくとも (1妾続) きずつける意園はなくと(も)
5年生 25 にもかかわらず 同じものであるにもかかわら(ず)
5年生 26 自f也 ~は日増しに高(ま)るばかりです。
5年生 27 ふまえて この構成を(ふ)まえて
6年生 28 わたって 長期間に(わ)たって
6年生 29 への(助詞+助詞) 地球環境(へ)の悪影響
6:i':j三生 30 ざるをえない 思わ(ざ)るをえません
6年生 31 関わる 学習してきたことと関わらせて
全体*3 32 可能 よく分かつてもらえるかを考え、
* 1 1年生と 2年生の問題文は教科書にならって分かち書きとした。* 2 r一方Jr欠かすJは教科書では漢字表記であるが、問題とするため「し、っぽうJrかかすJと
仮名書きとしてある。* 3 全体としたのは、どの学年にも出ている構文で、例えば、連体修飾構文、受身文、可能文な
どである。
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